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 東京大学 Todai OCW 朝日講座 「知の冒険」 
 Copyright 2013, 木下直之 
 
 The University of Tokyo / Todai OCW  The Asahi Lectures “Adventures of the Mind” 
 Copyright 2013, Naoyuki Kinoshita 



朝日講座はなぜ伏見憲明・赤川学のふたりを必要としたか 

境界線をめぐる旅 

 

2013.11.11 

木下直之 



私から考える 

１ まずは、言葉について → 沼野充義 

   言葉なくして私は誰かを考えられるか 

     その言葉は誰から与えられるのか 

 

２ つぎに 死について → 清水哲郎 

    ひとはどのように消えてゆくのか 

 

３ そして、性について → 伏見憲明、赤川学 

    私は男だ、女だという思い込みはどのように生まれるのか 

 

４ さらに、国籍について → 陳天璽 
     私は国家とどのような関係を結んでいるのか       



私は男だという思い込みについて 
gender identity 

 

あくまでも私の場合ですが、どのように思い込んできたか 

 

１ 出生証明書、出生届、戸籍   → 男と女   ← sex 

２ ものごころついた時には → 男の子っぽく  → gender  

３ 学校教育            → 男子と女子 

４ 婚姻届             → 夫と妻 

 

出生届、婚姻届では、「父母との続き柄」を記入 → 「長男」 

死亡届では「男」とされるだろう。 



出生届              出生証明書 

法務省ウェブサイトより 
出生届「記載要領・記載例」 

http://www.moj.go.jp/ONLINE/FAMILYREGISTER/5-1.html 

＊ 



婚姻届 

法務省ウェブサイトより 
婚姻届「記載要領・記載例」 

http://www.moj.go.jp/ONLINE/FAMILYREGISTER/5-2.html 

＊ 



死亡届            死亡診断書 

法務省ウェブサイトより 
死亡届「記載要領・記載例」 

http://www.moj.go.jp/ONLINE/FAMILYREGISTER/5-4.html 

＊ 



男と女の境界線のゆらぎ 

• 性同一性障害という問題の浮上 

   Gender Identity Disorder 

     性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律、2003 

 

• LGBT 

    lesbian、 gay、 bisexuality、 transgender  

    性的マイノリティ 

     queer  

     NHK  ＜LGBT特設サイトー虹色ー＞ 

 

• 同性婚をどう考えるか 
 

 

 

 

 

 

 

 



家族 

• 戸籍法にも民法にも、「家族」はいない。 

    → 家族ではなく親族  

 

• ただし、憲法にはいる。 

      → 「婚姻は、両性の合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有する 

       ことを基本として、相互の協力により、維持されなければならない。          

       ２ 配偶者の選択、財産権、相続、住居の選定、離婚並びに婚姻及び 

       家族に関するその他の事項に関しては、法律は、個人の尊厳と両性の 

       本質的平等に立脚して、制定されなければならない。」（第24条） 

 

• 婚外子の相続格差 

   → 「家族の絆を守る」特命委員会（仮称）、自民党 

 

 



春画ー日本美術における性とたのしみ展 
2013 

大英博物館 



パリとウィーンで男性ヌード展 
 

2012〜2013 

著作権の都合により、 
ここに挿入されていた画像を削除しました。 

 
“Centuries of Men Baring It All” 

The New York Times 
October 11, 2013 

 
http://www.nytimes.com/2013/10/12/arts/centuries

-of-men-baring-it-all.html?_r=0 

著作権の都合により、 
ここに挿入されていた画像を削除しました。 

 
“nude men” 

Leopold Museum 
19 October 2012 – 04 March 2013 

 
http://www.leopoldmuseum.org/en/exhibitions

/46/nude-men 



2013 

We want to show the depth of 
lesbian, gay, bisexual and 
transgender history and its 
presence in every continent 
across the world. 

 

レズビアン、ゲイ、バイセクシャル、ト
ランスジェンダーの歴史の奥行きと、
それらが世界中に存在していること
を示したい。 

©Trustees of the British Museum 
＊ 



2012                     1993 

＊ ＊ 

木下直之『股間若衆‐男の裸は芸術か』
新潮社刊、2012年 

木下直之『美術という見世物-油絵茶屋の時代』
講談社学術文庫、2010年 
（原本は1993年に平凡社より刊行） 



 
すべてのはじまりは赤羽駅前 

 



股間若衆 



曖昧模っ糊り 



男性裸体像の受難の歴史 
 

1908 

北沢楽天《彫刻の去勢》明治41年（1908） 木下直之『股間若衆‐男の裸は芸術か』
新潮社、2012年、16-17頁 

＊ 



 
晴れて陽の当る場所へ 

＜平和と建設＞ 
 1953                        前橋駅前                      

 



＜友＞ 
1955                    関西大学 

＊ 
関西大学年史編纂室ご提供 
http://www.kansai-u.ac.jp/nenshi/history/detail.php?cd=285&nm=1 



大学キャンパスに立つ男性裸体像 
 

戦没学徒の慰霊 





『アドニス』 
 

昭和27年（1952）9月〜昭和37年（1962） 

＊ 



 『ADONIS』 63号  
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『禁色』と三島由紀夫像 
      1951               1970 
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三島由紀夫「禁色」『三島由紀夫（現代の文学11）』
講談社、1972年、182頁より引用。 



＜平和の像＞ 
1965                          藤沢鵠沼海岸 



 
 
 


